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１． 研究計画の概要 
 

 航空宇宙機の構造には高度の信頼性が要求さ

れる。多くの人命にかかわる航空機は長年の経験

を踏まえて機体設計における信頼性の確保は

徐々に進歩してきているが、近年全損事故率はほ

ぼ横ばいとなっている。一方、需要絶対数の増加

はさらに長期的に見込まれる。宇宙機についても

巨額な資金を投入することから、一層の信頼性向

上が望まれている。 

これに応えるために構造設計の基本的考え方

を見直し、設計に道具として用いる構造解析手法

について、その基本に立ち不確定性を前提とした

新たな構造解析手法の開発を目的とする。 

 
２．研究の進捗状況 
 
空力弾性解析および複合材強度解析におけ
る構造不確定性の組み込みシミュレーショ
ンの技術の開発を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
空力弾性解析における構造不確定性のシ

ミュレーションの技術はほぼ目途が立った
状況である。複合材強度解析の方は強度解析
の強度基準について信頼度のある基準を模
索している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 今後さらに他の実験結果などのバラツキ
分布を参照して研究を進める。 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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